
 

 

子どもを中心に据えたまちづくり 

 地域の子どもたちは今?  
 

●20 年前、岩野田北まちづくり協議会発足のきっかけとなったのは、子どもの教育に関する勉強会で

した。「子どもたちをまちづくりの中心に」を合言葉に、そして出発点とし、そのためには地域が連携し、

あらゆる分野においてより良い地域を育てることの必要性を確認し合ったのです。 

●あれから 20 年。子どもたちを取り巻く環境は、どのように変化したのでしょうか。 

●一方で、各種団体等や高齢化や現役世代の地域活動の困難化などが、潜在化するまちづくりの課

題、ひょっとすると顕在化している課題をも見過ごしているようなことはないでしょうか。 

●まちづくりの分野のうち、子どもへの支援等活動は、ミッションとしているのは、青少年育成市民会

議、PTA、子ども会、母子福祉会など各種団体が、また、社会福祉協議会や民生委員・児童委員協議会な

どが現状把握に努めています。まちづくり協議会では、発足以来、子どもたちの笑顔が見たい･･･と地

域ぐるみで三世代交流“粟野の夏まつり”を開催してきました。 

●子どもを取り巻く今日的な社会課題は少なくないのが実情です(別添資料参照)。 

しかし、個人情報はじめ、個別の問題に踏み込んだ対応は、あらかじめ限界があります。行政の役割、学

校の役割、NPO 法人の役割、そして地域の役割を検証しながら、地域にできる活動を改めて整理するこ

とも欠かせません。 

●地域の子どもたちと地域が連携する子育て等支援の現況を把握し、今後のまちづくりの在り方につ

いて、考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※このほか、青少年育成市民会議による「親子ふれあい教室」のほか、「花餅づくり」はじめ各種

団体の年間行事があります。また、学校との連携によるコミュニティスクールや通学路の指定な

ど。 

※コミュニティスクールほか、各種の活動に関する情報をお寄せください。 

まちづくりサロン資料 7.5.18 

 

昨年の夏まつり

(お化け屋敷) 

 

 
学校だけでなく家庭・地域の

教育支援が、PTA創設の理念 

 
青パトとあいさつ運動も見

守りに資する活動 

 
見守り隊の皆さん、ありがと

う!! 

 
児童による「ちょこっとお助

け隊」の地域との交流活動 

子ども食堂「One ぱくキッチ

ン」 

 
社協による福祉教育(この日は

高齢者とのオンライン交流) 

 
コミュニティカフェ・わおんに

よる学習支援と食事の提供 

 
幼稚園や中学校も参加の公民

館クラブ発表会で地域と交流 

 



別添資料 

まちづくりサポートセンター講演会(R7.3.1)の要旨と論点 
 

●基調報告 若岡 ますみ氏 岐阜キッズな(絆)支援室 

  

円徳寺を拠点に、てらこや無償塾(毎週土曜日・小から高校生対象)、子ども食堂(毎週土曜日・無償で

昼食提供)、特別教室(ピアノ、そろばんなど)を開設するほか、はるかのひまわりプロジェクト参加など。 
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相対的貧困率

は、 

9 人 に 一 人

(11.5%) 
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④ 

 

ヤングケアラー

は、 

17 人に一人(中

2 で 5.7%) 
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⑥ 

 

※不登校は全国で 34 万人 

※虐待は増加の一途 

※小中高生の自殺は昨年過去最多 全国で

527 人  

自殺の 


